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【方法】
集団疫学である ecological study を利用して、日本における都道府県ごとの相関を検討する事で、心
停止と魚消費量、その他の因子との関係について検討した。
ウツタインレジストリー、総務省人口推計、国勢調査、昭和 60 年モデル人口を用いて都道府県ごとの




に）に関して、都道府県ごとの 1 人 1 日当りの魚消費量を算出し、2005 年から 2010 年までの年平均を算
出した。
その他には、総務省家計調査から 1 日 1 人あたりの食塩消費量、たばこ、酒購入金額を、文部科学省








ウツタインレジストリーは 2005 年から 2010 年までに 660,672 症例の院外心停止症例が集積されてい
た。心原性は 364,547 件、非心原性は 296,125 件であった。心原性の方がより高齢であり、女性が多く、
一か月生存率、神経学的予後良好、全身状態良好な生存率が高かった。






































するが集団を対象とした ecological study を利用した。魚の種類別消費量との関係について検討し、魚
の種類によってその効果が異なる事を示した。個人レベルでの検証が必要ではあるが、これまでにはな



















選択なしが 53.1% を占めるが、その他では外因性が 19.1% と最も多く、呼吸器系疾患 6.1%、脳血
管障害 5.0%、悪性腫瘍 3.5% の順であったことが示された。
Q2： 一般的なリスク因子である高血圧や糖尿病との相関に有意差がなかったのはなぜか？



















く違うデータの比較を行う事で、研究の正確性は失われる。今回の研究は ecological study として
の位置づけであり、その不正確さを含んでいる事は承知である。Ecological study は集団を対象と
して行われる研究であり、データの収集が簡便で新たな仮説を立てやすいという特徴があるが、新
たな知見が得られれば個人レベルでの追加研究を行う必要がある。本研究もその研究手法に間違い
はないが、魚の種類によって本当に心停止罹患率が異なるのかどうかについては、個人を対象とし
た追加研究を行う必要がある。
Q5： 消費量や購入量から個人の摂取量は特定できるのか、脂肪酸の計算方法は正しいのか？
A5： 都道府県の特徴を把握する事は可能と考えているが、個人の正確な摂取量を反映しているとは限ら
ない。日本全国を対象としたそのようなデータベースが存在しないため、今回は総務省家計調査か
ら世帯ごとの消費量を取得し、世帯人口で除する事によって一人当たりの消費量を算出した。ま
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た、脂肪酸消費量に関しても新鮮な魚の平均脂肪酸量で算出したが、調理方法による変化等を考慮
していない。調理によって脂肪酸量の変化を示すデータが追加呈示された。
その他の質問に関しても申請者は適切に答えた。また、今後の検討に関してのアドバイスがあった。
近年、観察研究の重要性が再び注目されてきているため、より正確に、丁寧に、この ecological study
を深く追及していく必要性がある。
本論文は、日本における心原性院外心停止罹患率の原因に魚の種類別消費量が関係するという新たな
知見を得た研究である。研究の新規性、独創性は高く評価され、有益性、今後の発展性もあり、興味深
い研究であったため、学位論文に値すると評価された。
